


序 文

　2017 年に「ほーむけあクリニック」を開設した当初から，「学び」を大切にして
います．学びのための予算をつけて学会やセミナーへの参加を推奨し，外部講師に
よるワークショップを開催しました．こうすることで，スタッフ個々の学びは深まっ
たため，もう一歩先の「学び合える組織」を目指したいと思うようになりました．
教え合い学び合うことで，個人だけでなく組織としても成長し，結果として患者さ
んの笑顔と健康につながると考えていたからです．そこで思いついた取組みが「朝
の 1 分間勉強会」でした．
　当院では，毎日の朝礼で伝達事項の共有を終えた後，1 分間勉強会を行っています．
他の職種に知ってもらいたい内容について，本書の構成のように Q → A → 解説の
順に担当者が約 1 分で話をします．その後，聞いていたスタッフが質問やコメント
をします．
　1 分間勉強会の内容は，実際に発表した順番で本書に掲載しています．最初から
でも目次で気になったところからでも，自由にご覧いただけたらと思います．当院
は，外来・入院・訪問診療を行う有床診療所ですが，無床診療所・病院などさまざ
まな医療機関のどの職種の方にもお役に立てる内容になっています．

　朝の 1 分間勉強会により，たくさんの良い変化がおきました．

 ●	 個人の学びだけでは知り得なかった知識を得ることができる
 ●	 スタッフが患者さんに伝える内容に一貫性が出る
 ●	 他職種の専門性・得意領域を知ることで，困った際に気軽に相談しやすくなる
 ●	 定期的に発表（アウトプット）する機会があるため，スタッフに学習する習慣

ができる
●	 発表するスタッフ一人ひとりにスポットがあたることで，所属感につながる

　本書を監修・編集する過程で，日々の業務に加え，様々な学びを伝えあっている
ことに改めて感激しました．コロナ禍で忙しくても，いつも笑顔で一緒に踏ん張っ
てくれるスタッフに，この場を借りて心から感謝の意を表します．
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横林賢一



朝の 1 分間勉強会のすすめ

　手探りで始めた「朝の 1 分間勉強会」ですが，試行錯誤を重ねた結果，
無理なく楽しく学び合える仕組みになりました．ぜひ，みなさまのご施設で
も取り入れていただきたく思い，実際の取組みを共有させていただきます．
毎日行なうのは大変なので，週に 3 回のみ実施しています．月曜日は医師，
水曜日は看護師，金曜日は事務・作業療法士・介護士・介護支援専門員が担
当し，発表の順番は各曜日内で予め決めています．主には口頭で発表します
が，朝礼の最中に急にスタッフが倒れ，ワクチン接種後のアナフィラキシー
の設定で寸劇が始まるなど，緊急時に備え避難訓練的にロールプレイを行な
うこともあります．Q111「院内で停電が起きたらどうする？」のように，
院内のローカルルールも 1 分間勉強会で取り上げています．
　始めてしばらくは，うまくいかないこともありました．①調べたことを読
み上げるだけで何がポイントかわからない，②何をテーマに選んで良いかわ
からない，③反応がなく発表が役に立っているか不安，④忙しいときは負担
になる，などの声が聞かれました．それぞれに対して，① Q → A → 解説の
順で発表し伝えたいことは一つに絞る，②休憩室にボードを設置し他職種に
聞いてみたい内容を自由に書き込む，③必ず誰かが質問やコメントをする（本
書では「院長から一言」として掲載しています），④忙しいときは気軽に中
止する，などの対応をすることで解決しました．
　本書をご覧いただいている方々の所属医療機関によって特徴が異なり，学
び合いたい内容も変わってくると思います．たとえば，当院は赤ちゃんから
高齢者まで診る総合診療をしているため，小児のワクチン，起立性調節障害，
認知症など対象・内容が多岐にわたる傾向があります．皮膚科専門医が在籍
しているため，皮膚疾患の内容が多くなっているのも特徴でしょう．それぞ
れの場でリアルに役立つ学びを得ることができるのが 1 分間勉強会の良い
ところの一つです．
　序文で紹介したように，朝の 1 分間勉強会にはたくさんのメリットがあ
ります．この学び合う仕組みを取り入れたことで，組織が成長・成熟してい
くのを強く実感しています．是非，みなさまのご施設でも朝の 1 分間勉強
会を導入し，学び合う文化をご堪能いただけたら，これほど嬉しいことはあ
りません．
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